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＜連絡事項＞

・退院調整加算について～療養病棟からの退院調整加算→500点が加算されます。

また、今後必要な書式として退院療養計画検討書と退院支援計画書を合わせた物を、北・西の療養病棟でのみ使用します。

添付した書式は、今日付けから使用して下さい。印が増えています。

上から病棟退院支援計画担当者→ＳＧＭ・ＪＧＭ

退院調整部門退院支援計画担当者→宗像真穂（病棟精神保健福祉士）のハンコが必要です。流れについては、各自、メールの添付シートを確認して下さい。
＜患者様連絡事項＞

・春本　司郎様～7/13(水)9：30～11：30スタッフ付添いでの外出希望あり、主治医より許

可となっています。

・松林　政道様～同内容にて、本日、夕から継続処方となっています。状態観察を行っていきましょう。
7/12(木)三浦PSW・母様・本人様とアパートの大家さんと会う予定となっ

ています。その際、「契約内容について聞きたい」と母様より希望ありま

す。
作業については、本人が主治医へ確認し「行く」「行かない」を決めるとのことです。

・神田　直樹様～7/15(日)10：00～17：00御家族様同伴にて外出予定となっています。
・田名部　清一様～7/14(土)14：00～7/15(日)16：001泊の外泊希望聞かれ、主治医より許可となっています。
＜注目患者様ケース検討＞

・小坂　君子様～本日も不調を訴え途中退席されています。眠気が強いとの訴えも聞かれています。引き続き、訴え時は傾聴し、睡眠・日課の取り組み状況の観察を行っていくこととしています。また、生活リズムの大切さを伝え、リズム調整をするよう関わりプログラム・作業への参加を促していきましょう。
・中川原　義雄様～本日も、不眠で経過されています。他者への干渉や挑発的な言動が目立ち、スタッフ声がけを要しています。引き続き、言動に注意し他者トラブルのないよう観察していくこととしています。また、GAF点数は、29→14へと変更しています。

・佐々木　淳様～繰り返し尋ねることや、カウンターを叩こうとする仕草・指示的口調、歩行の不安定さは本日も見られています。引き続き、他者トラブルとならないよう観察し、転倒のないよう見守り、必要時は都度介入していくこととしています。
・阿部　文香様～眠気強く活動中の居眠り目立ち、スタッフ介入しています。「眠いんだよ。」

と自らも話されていますが、不機嫌さは見られていません。状態観察しながら、生活リズムの調整を行っていきましょう。また、本人様の理解度に合わせて説明・介入を行っていきましょう。
・山本　伸子様～幻聴についての訴えあり、幻聴を消失させていく為、昨日の診察にて本日よりエビリファイ(6)(精神神経用剤)1T　1×朝後　3T臨時処方となっています。引き続き、精神症状の観察・幻聴の有無の確認を行っていきましょう。

＜定期薬＞
・出河　攻様～リントン(0.75)(精神神経用剤)　2T
ユーパン(0.5)(催眠鎮静剤)　2T　　　2*ndE
リスペリドン(1)( 精神神経用剤)→(2)が、今回より定期処方となります。引き続き、日課の取り組み状況・睡眠状態の観察を行っていきましょう。
・石切　久様～状態安定していることから、コリネール(10)　1T　1*ndE今回定期処方より中止となっています。引き続き、状態の観察・確認を行っていきましょう。
・小坂　君子様～臨時処方となっていた、

1.フルニトラゼパム(2)　1T

エスタゾラム(2)　1T

ジプレキサ(10)　2T

センナリド　1T　　1*vds/6T

2.カマ1.0　2*(朝・夕)/6T

3.サーカネッテン3T　3×/6T　(0-1-1-1)は、今回より、定期処方となります。
・曽我　正子様～エビリファイ(12)　1T

エビリファイ(6)　1T　1*ndE(夕)は、今回より、定期処方となります。

・エビリファイ(6)(精神神経用剤)→(12)　2T

・中川原　義雄様～リントン(0.75)(精神神経用剤)→(1.5)　2T　　2*ndE(朝・夕)で定期薬が増薬となっています。精神状態の観察を行っていきましょう。
＜皮膚科診察＞

・西川　和恵様～左膝の傷が目立っていることから、デルモゾールG軟膏の塗布の指示出ています。

